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キャッシュレス決済とは、現金を使わない支払い
方法の総称です。クレジットカードはその典型でし
たが、近年さまざまなキャッシュレス決済が普及
し、私たちの生活に欠かせない存在となりつつあり
ます。特に、今の生徒には、お小遣いを現金以外で
受け取るなど、幼少期からキャッシュレス決済に慣
れ親しんでいる人も少なくないと思います。

キャッシュレス決済は便利である反面、金銭管理
という観点からは現金とは異なる注意が必要となり
ます。このため、キャッシュレス決済を便利に使い
こなすためには、その種類や特徴を理解することが
大切です。

キャッシュレス決済には、電子マネー、デビット
カード、クレジットカード、スマートフォン決済な
ど、さまざまな種類がありますが、その支払い方法
に着目すると「前払い」「即時払い」「後払い」の 3 種
類に分類できます。

（1）支払い方法の違い

「前払い」は、事前にチャージした（支払った）金
額を利用するもので、電子マネーやプリペイドカー
ドなどがあります。

「即時払い」は、登録した銀行口座から利用時に支
払いを行うもので、デビットカードがこれに当たり
ます。
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東京都消費生活総合センターからのお知らせ

キャッシュレス決済の基礎知識
弁護士　白石 裕美子

教員向け消費者教育情報提供誌

No.175
令和6年6月20日発行

季刊♦令和6年度　登録第2号

わたしは消費者わたしは消費者
〒162-0823　新宿区神楽河岸1-1　☎ 03-3235-1157東京都消費生活総合センター わたしは消費者 検索

わたしは消費者 No.175 1



「後払い」は、利用時にはカード会社が店に代金を
立替払いし、消費者は後からカード会社に利用した
金額を支払うもので、クレジットカードがこれに当
たります。

（2）金銭管理の違い

支払い方法の違いを金銭管理という観点で見る
と、「前払い」は事前にチャージした金額の範囲内で
しか利用できないため、使いすぎを防止することが
できます。「即時払い」は、銀行口座の残高を超えて
利用することはできませんが、逆に言えば口座の残
高がゼロになるまで使えてしまうリスクがありま
す。このため、登録する銀行口座をどこにするか（給
与支払い口座か、決済専用口座か）も重要なポイン
トとなります。「後払い」は、後述のように、手持ち
の現金や預金の額を超えて利用できるため、金銭管
理が難しく、使いすぎてしまうおそれがあります。

このように、それぞれの支払い方法にはメリット・
デメリットがあるため、その特徴を理解し、どのカー
ドがどの支払い方法とリンクしているかを把握した
上で使い分けることが必要です。もっとも、前払い
であっても、クレジットカードと連携したオート
チャージ機能を利用すれば、チャージ金額が後払い
となり、使いすぎてしまう可能性があります。また、
1枚のカードにIC カード機能とクレジットカード機
能が搭載されているものなど、複数の機能を有する
カードを利用する際には、自分がどの機能を使って
いるのかを意識して利用することが重要です。

（3）スマートフォン決済（スマホ決済）

スマホ決済は、キャッシュレス決済のうちスマー
トフォンを使用した決済手段のことです。しかし、
一言でスマホ決済と言っても、その内容はさまざま
です。

スマホ決済には、QR コードやバーコードをレジ
で読み込んで決済するコード決済とタッチ決済があ
ります。いずれも現金等でチャージする方法を利用
すれば「前払い」ですが、登録したデビットカード
やクレジットカードからチャージして支払う場合
は、「即時払い」「後払い」になります。

さらに、スマホ決済には、商品等の購入代金を携
帯電話の利用料金と合算して支払う「キャリア決済」
があります。これは「後払い」ですが、コード決済な
どのチャージ方法としても用いることができます。
スマートフォン一つで複数の決済手段を利用できる
のは便利ですが、自分がどの機能を使っているのか
分からなくなる危険があります。

（1）メリット

まず、支払い手続きが簡単で素早く行うことがで
きます。金額を確認して現金を渡し、お釣りを受け
取るという手間が省けるのは、大きなメリットと言
えます。

また、銀行口座から現金を引き出す手間が不要と
なり、高額な買い物をするときも現金を持ち歩く必
要がありません。いつでも利用履歴の確認ができる
ため、現金払いより金銭管理が容易な利点もありま
す。

さらに、記名式の IC カードであれば、紛失した際
にも未使用分のチャージ金額を返還してもらうこと
ができます。

なお、ポイントがつくというメリットが指摘され
ますが、ポイント制度はあくまで事業者による自社
商品の利用促進手段であり、事業者の都合でやめる
ことができるものです。ポイントはあくまで「おま
け」と考えることが大切です。

キャッシュレス決済のメリット・デメリット3

①カードやスマートフォンに前もって入金（チャージ）
②店の機械で読み取って支払い

店の機械でカードを読み取り、自分の銀行口座から
即時に支払い

①店の代金はカード会社が立て替える
②買い物の分だけ、後からカード会社に支払う

前払い（プリペイド） 即時払い（デビット） 後払い（ポストペイ）
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つ
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① 消費者 銀行 お店② ①②

経済産業省 キャッシュレスパンフレット（一般消費者向け）を参考に東京都が作成

消費者 カード会社 お店消費者 お店

電子マネー、
プリペイドカードなど

デビットカード
など

クレジットカード
など

スマホ決済
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（2）デメリット

キャッシュレス決済のデメリットには、現金しか
使えない店では利用できない、ID やパスワード等を
盗まれて不正使用される危険がある、前払いの場合
にはチャージをしていないと使えない、スマホ決済
は充電が切れた場合には使えないなどがあります。

これに加えて押さえていただきたいのは、キャッ
シュレス決済は、現金と比べて「いくら支払ったの
か」という実感を持ちにくいという点です。現金で
支払う場合、1,000 円札を何枚出した、1,000 円札で
はなく 1 万円札を出した、という行為の違いにより、
支出額の多寡を実感することができます。しかし、
キャッシュレス決済では、100 円の支払いでも 1 万
円の支払いでも、カードやスマホで「ピッ」とする
だけなので、支出額の多寡を行為として実感できま
せん。このため、使いすぎのリスクは、現金での支
払いより高まると考えられます。

日常生活における生徒の体験として「財布から現
金が減っていく」と「スマホ画面で残高が減ってい
く」を比べた場合、どちらが支払いの実感を持ちや
すいのかを意識していただくことも大切だと考えま
す。このことは、複数のキャッシュレス決済を併用
することにより金銭管理が難しくなることや、後述
するクレジットカードを使いすぎるリスクにもつな
がる根本的な問題です。

（1）クレジットカードの仕組み

クレジットカードは「後払い」の典型的な支払い
方法です。その仕組みを詳しく見てみると、消費者
は、商品を購入する際、カード情報を入力してクレ
ジットカードを利用します。すると、消費者はすぐ
に商品を入手することができます。その後、まずク
レジット会社から販売店に代金相当額が支払われま
す。これが「立替払い」です。そして、消費者は後日
クレジット会社に利用代金を支払います。

この立替払いの仕組みを理解していない人は意外
と多く、消費者がクレジット会社に支払いを行った
後に、クレジット会社から販売店にお金が支払われ
ていると勘違いしている人も少なくありません。

（2）使いすぎのリスク

クレジットカードは、「前払い」「即時払い」そし
て現金払いと比べて、その時点で現金や預金がなく
ても買い物ができてしまう、という大きな違いがあ
ります。クレジットカードを利用すれば、その時点
で手持ちの現金やチャージ金額、預金が足りなくて
も、商品を購入することができてしまうのです。そ
して、手元の現金や預金残高が減らないため、つい
使いすぎてしまうリスクがあります。また、クレ
ジットカードの利用代金は、利用時の翌月もしくは
翌々月にまとめて請求されます。このため、金銭管
理 が 非 常 に 難 し く な り ま す。現 金 や 前 払 い 等 の
キャッシュレス決済の利用金額に加えて、前月のク
レジットカード利用額がいくらなのかを把握し、収
入の範囲内で管理する必要があるからです。さら
に、利用した時には「来月の給料で十分に支払うこ
とができる」と思っても、実際には予定外の支出が
生じてしまうこともよくあります。

クレジットカードの支払いを分割払いやリボ払い
にすると、金銭管理はますます難しくなります。これ
らを利用すると、手元資金が十分になくても大きな
金額の買い物ができますが、何の支払いをいつまで
するのか分からなくなる場合があります。また、手
数料が発生する場合には、支払い総額を把握するの
も困難になります。リボ払いの場合には、毎月の支
払い額が一定なので使いすぎのリスクがより高くな
り、気がついたら自分の収入では払い切れない債務
総額となっていた、というケースも見受けられます。

このように、一口にキャッシュレス決済と言って
も、クレジットカードの利用には十分な注意が必要
です。立替払いしてもらった代金は、後日クレジッ
ト会社に必ず支払わなければなりません。つまり、
その日までクレジット会社にお金を借りているのと
同じなのです。

（3）クレジットカードの他人による利用

クレジット会社の会員契約や規約には、クレジッ
トカードは名義人（会員）しか使用してはいけない、
という趣旨の規定が数多く存在します。他人に貸し
たり譲渡したりしてはいけない、紛失した場合には
直ちにクレジット会社に届け出なければならない、
というのも同じ趣旨の規定です。

前述のように、クレジットカードを利用すること

クレジットカードの注意点4
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は、クレジット会社に借金をするのと同じことで
す。このため、クレジット会社は、クレジットカー
ド発行の際、申込者の信用（支払い能力）を調査し、
クレジットカードを発行するかどうかや利用限度額
を定めます。その人の信用をもとに契約したにもか
かわらず、他人がクレジットカードを利用できてし
まうと、確実に支払ってもらえない可能性が出てき
てしまい、仕組みそのものが成り立たないのです。

クレジットカードを他人に使わせてはいけない、
ということは、他人に使われないよう適切に管理し
なければならない、ということです。多くのクレ
ジット会社が、クレジットカードの管理に関する規
定も置いています。例えば、子供が親のクレジット
カードを利用してインターネット決済を行ってしま
う、という事例は数多く見られます。このような場
合に、親が利用代金の支払いを免れることができる
ケースはほぼありません。それは、親子だからとい
う理由ではなく、クレジットカードの管理に問題が
あったからです。子供が利用できるような状況でク
レジットカードを管理していた（例えば、クレジッ
トカードを入れている財布をリビングに置いてい
た）ことの責任を問われるのです。

キャッシュレス決済に関するトラブル事例も増え
ています。その一例を紹介しましょう。

①間違えてチャージしてしまった
電 子 マ ネ ー や プ リ ペ イ ド カ ー ド に、1,000 円

チャージしようと思ったのに 1 万円をチャージして
しまったとしても、一度チャージした金額は取り戻
すことはできません。資金決済法は、原則として、
前払式支払手段発行者による残高の払い戻しを禁止
しているからです（事業自体を廃止するような場合
を除く）。このため、チャージをする際は金額をよく
確認する必要があります。また、カードやスマホ決
済のアプリを作りすぎないことも大切です。

②カードを紛失した
支払い方法を問わず、キャッシュレス決済のカー

ドを紛失したり、盗難に遭ったりした場合には、直
ちに発行会社に連絡し、警察に紛失届を出します。
記名式のカードであれば、発行会社は、紛失・盗難
の連絡を受けるとすぐにそのカードを無効として、
使用できないようにします。そして、クレジット
カードやデビッドカード等が紛失・盗難から届出ま

での間に不正利用されていた場合は、一定期間内で
あれば発行会社が損失を補償します。

③利用した覚えのない請求が来た
決済手段の情報（クレジットカード番号、ID、パ

スワードなど）が不正取得されている可能性が高い
ため、その決済手段を無効にして使用できないよう
にする必要があります。そのため、利用した覚えの
ない請求が来たら、すぐに発行会社に連絡しましょ
う。不正利用であることが認められれば、その利用
分は発行会社が補償します。

決済手段の情報は、フィッシング詐欺やスキミン
グ、架空のネットショップなどで盗まれることが多
いようです。このような被害に遭わないよう、メー
ルや SMS の送信元の確認、信頼できる店舗やネット
ショップの利用を心がけましょう。ID とパスワード
の確実な管理も大切です。

また、利用明細をこまめに確認することも重要で
す。金銭管理のためだけでなく、不正利用がないか
の確認のためにも、必ず確認してください。

従前は、キャッシュレス決済と言えばクレジット
カードでした。その利用には一定のハードルがあっ
たため、クレジットカードは金銭管理の難しい支払
い方法だと認識することが容易だったと言えます。
しかし、今の生徒は、カードやスマホでピッと決済
するキャッシュレス決済に既に慣れています。だか
らこそ、クレジットカードのような「後払い」の
キャッシュレス決済は、他の支払い手段とは異な
り、利用には十分な注意が必要であることを丁寧に
指導してください。

また、キャッシュレス決済に関するトラブルが増
えていることを伝え、前述の予防策や対応策もしっ
かり教えてください。

そして、もしキャッシュレス決済に関するトラブ
ルに遭ったり、支払いに困るようなことがあれば、
一人で悩まず、すぐに相談することが大切です。生
徒にとって、家族や学校の先生は最も近くに存在す
る相談相手です。また、困ったときは消費者ホット
ライン 188 もご利用ください。お住まいの近くにあ
る消費生活相談窓口につながります。

身近で日常生活に不可欠なキャッシュレス決済で
すが、十分な知識を持って利用していただきたいと
思います。

キャッシュレス決済のトラブル事例5
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東京都消費生活総合センターでは、平成 18 年度から Web 版の教材を制作しています。
本教材は、平成 28 年度に作成した「ちえとまなぶのず～っと役立つお金の話」の続編に当たり、キャッシュ

レス決済も含めた金銭管理と契約の基礎知識が学習できます。

▶ 教材の構成

Web 版読本の各ステージやステップ、ワークシートやパワーポイント資料は、授業に合わせて「好きなと
ころだけ」使うことが可能です。

▶ 教材のポイント
❶ キャッシュレス決済の買い物が体験できる
❷ 多様な支払い方法で、1 か月間の金銭管理が体験できる
❸ 契約のルールやクレジットカードの仕組みについて学習できる

▶ Web版消費者教育読本の内容

ステージ1 ＞＞　キャッシュレス決済を体験してみよう

買い物前に
準備をしよう！

キャッシュレス決済ってなに？
前払いのICカードやコード決済、後払いのクレジッ
トカードの違いなどを学習します。

買い物体験ゲーム
キャッシュレス決済での買い物に挑戦！使えるキャッ
シュレス決済は3種類です。チャージが完了したら、
買い物にGo!

ステップ1

ステップ2

新作  消費者教育教材の紹介
特別支援学校（高等部）・若者向けWeb版消費者教育読本

「ちえとまなぶのず～っと役立つお金の話 ～キャッシュレス決済に挑戦してみよう！～」
https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp/center/kyoiku/web/sien03/

東京都消費生活総合センターからのお知らせ

Web版消費者教育読本
（3つのステージ・6つのステップ） 解説書※2ワークシート・パワーポイント資料※1

※1,2は「教材の紹介」ページからダウンロードできます。
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ステージ2 ＞＞　キャッシュレス決済を使ってみよう

キャッシュレス決済の
メリット・デメリット

キャッシュレス決済の使い分けができるようになる
ために必要な2つのポイントを学習します。

1か月間の支払い方法
体験ゲーム

休日の買い物を中心に、1か月間の支払い方法体験
ゲームに挑戦！
ゲームは1か月を通して行うことも、途中の1、2週
間でやめることもできます。「キャッシュレス決済の
金銭管理は難しい」ことを体感できます。

ステージ3 ＞＞　みんなで考えよう！ 困りごとにアドバイス

買った商品を
返品したい

「買った商品を返品したい！」という友達の相談を
もとに、契約のルールについて考えます。

クレジットカードで
買いすぎた

クレジットカードを使いすぎて支払いに困っている
先輩の事例をもとに、クレジットカードの仕組みを
学習します。

▶「教材の紹介」ページ
家庭科の授業で使用する教材の難易度別

パッケージ、教員向け解説書、各教科における
活用のヒントなどをご紹介しています。

ステップ1

ステップ2

ステップ1

ステップ2

教材TOPページ

● 解説書
教員向けの解説書です。都内特別支援学校に配付

している冊子がダウンロードできます。
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● 難易度別授業案
家庭科における授業案を 5 種類用意しました。

・�キャッシュレス決済を含めた金銭管理
　：難易度別に 4 つ

・契約の基礎知識

消費者教育教材のご案内
東京都消費生活総合センターでは、消費生活に役立つ情報を楽しく分かりやすく学習するための

教材として、Web 版消費者教育読本や、消費者教育 DVD を制作しています。
ご家庭での自主学習や学校の授業、グループ学習などの教材として、

ぜひご活用ください。

  詳細はこちら▶  
消費者教育教材等検索サイト：https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp/manabitai/kyouzai

ちえとまなぶのず～っと役立つお金の話
（平成28年度作成・特別支援学校（高等部）・若者向け）

ゲーム形式や Web の疑似体験を通じて、
契約トラブルを回避する方法やお金について
の知恵を身に付けることができる教材です。

授業展開例

ワークシート

パワーポイント資料

ここから、
各種教材が

ダウンロード
できます。
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〒162-0823　新宿区神楽河岸1-1　☎ 03-3235-1157
東京都消費生活総合センター

日　程 	 令和6年7月24日（水）～ 8月9日（金）の期間内で実施
会　場 	 東京都消費生活総合センター（飯田橋）、東京都多摩消費生活センター（立川）
講座数 	 �全13講座　◇◇ 座学講座…10講座（2講座を除きオンライン受講あり）   

　     　　　◆ 実験講座… 3 講座
対　象 	 �都内の教育現場で消費者教育を実践していただける方ならどなたでも！   

（都内小学校･中学校･高等学校･特別支援学校の先生､ 栄養士､ 部活動の指導にあたる先生など）

定　員 	 �◇◇ 座学講座…飯田橋50名・立川30名・オンライン220名　※会場受講は定員に達し次第募集終了   

◆ 実験講座…飯田橋32名・立川16名　※申込多数の場合は抽選により受講者を決定。

■ 研修の認定について
本講座は、東京都教職員研修センターの 1 年次（初任者）研修「課題別研修」の単位とすることができます。ご不明な点
がある場合は、東京都教職員研修センター研修部授業力向上課へお問い合わせください。
なお、東京都教職員研修センター研修部授業力向上課へのお問い合わせは、受講者の所属の管理職からお願いします。

■ 研修の周知について
本講座は、教育庁指導部より周知をしていただいております。

■ 受講証明書の発行について
受講後、ご希望のある方には、東京都消費生活総合センターより受講証明書を発行いたします。

▶お申し込み	 ：�電子申請　詳しくはHPの募集要項をご覧ください
▶お問い合わせ先	：東京都消費生活総合センター 活動推進課 学習推進担当　TEL 03-3235-1157

※資料は事前に受講者のみ閲覧可能な「受講者専用ページ」に掲載します。※資料は事前に受講者のみ閲覧可能な「受講者専用ページ」に掲載します。
※会場受講の場合も資料の紙配布はしません。事前に印刷又はご自身のパソコン・タブレットにダウンロードする等ご準備ください。※会場受講の場合も資料の紙配布はしません。事前に印刷又はご自身のパソコン・タブレットにダウンロードする等ご準備ください。

 知識のブラッシュアップに！　授業に役立つ最新情報を。 

会場 ＋ライブ配信、選べるハイブリッド型！会場 ＋ライブ配信、選べるハイブリッド型！　※一部の講座は会場のみ　※一部の講座は会場のみ

東京くらしWEB  募集中の講座 検 索

令和6年度 
教員のための消費者教育講座

【主催】東京都消費生活総合センター

東京都消費生活総合センターからのお知らせ
【後援】
東京都教育委員会
東京私立初等学校協会
一般財団法人東京私立中学高等学校協会
公益財団法人東京都私学財団

オンライン配信220名
（Teamsによる受講） 飯田橋会場50名 立川会場30名

（座学講座ではサテライト会場）

6月14日（金）申込開始
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